
別記様式（第７条関係） 

低入札価格審査書 

 

世田谷区財務部経理課 

 

１ 件  名  世田谷区本庁舎等整備工事 

  履行場所  世田谷区世田谷四丁目２１番 外 

  履行期間  契約確定の日から令和９年１０月１５日まで 

２ 入 札 日   令和３年２月１日 

３ 調査対象者   大成建設株式会社 東京支店 

４ 予 定 価 格    38,320,203,637円（税込価格の 100/110） 

５ 入 札 価 格   33,100,000,000円（税込契約希望金額の 100/110） 

６ 調査実施概要 

 調査項目 調査内容 

１ その価格により入札

した理由 

○数多くの庁舎工事の施工実績により蓄積した施工ノウハウの活用

により、安全を最優先とし、無駄を極力省いた効率的な施工計画

を立てて、工事費・経費の削減を図った。 

○下請予定事業者からの見積徴収やヒアリングと併せて、実勢を反

映した独自の積算システムにて精査を行い、入札した価格で適正

な施工が可能であると判断した。 

○本件に類似する実績経験者を適材適所に配置することで、工事の

品質を確保しつつ、コスト管理を徹底する。 

２ 手持ち工事の状況 ○虎ノ門二丁目地区（再）特定業務代行基盤整備工事 

 発 注 者：独立行政法人都市再生機構東日本賃貸住宅本部 

 履行場所：港区虎ノ門二丁目地内 

 工  期：平成３１年３月１３日～令和８年６月３０日 

○（仮称）赤坂二丁目プロジェクト新築工事・本体工事 

 発 注 者：森トラスト株式会社 

 履行場所：港区赤坂二丁目１７２２番１他 

 工  期：平成３１年３月１３日～令和７年１０月１５日 

○Ｊイ（仮称）四番町公共施設新築工事 

 発 注 者：千代田区 

 履行場所：千代田区四番町１、１１ 

 工  期：令和２年３月１日～令和７年３月３１日 

○市ヶ谷警察総合庁舎（19）建築その他工事 

 発 注 者：関東地方整備局 

 履行場所：新宿区市谷本村町４２－１他 

 工  期：令和元年９月２７日～令和６年３月２９日 

ほか 

 



３ 契約対象工事におけ

る配置予定技術者 

配置予定技術者の主な保有資格は以下のとおり。 

【現場代理人】 

・監理技術者（建築工事業、大工工事業、左官工事業 外） 

・一級建築施工管理技士 

・一級建築士 

【監理技術者】 

・監理技術者（建築工事業、大工工事業、左官工事業 外） 

・一級建築施工管理技士 

４ 契約対象工事箇所と

入札者の事業所、倉

庫等との関連 

特筆すべき事項なし 

５ 手持ち資材の状況 なし 

 

６ 資材購入予定先 審査を経た取引登録事業者の中でスケールメリットが働きやすい事

業者を選定し、市況等を考慮して適切な時期に協議のうえ購入予定。 

７ 手持ち機械の状況 なし 

 

８ 労働者の具体的供給

見通し 

作業員等は、各工種について下請事業者及びグループ会社から配置

予定。 

９ 工事実績 

※当該開札日から過

去 3 年の間に完了し

た契約金額 50,000千

円以上の公共工事名 

・小石川後楽園唐門復元整備工事 

発注者：東京都建設局 

 工 期：平成３１年３月１８日～令和２年１１月１０日 

 金 額：224,441,040円 

・世田谷区梅ヶ丘拠点整備事業に係る開発工事及び仮称区複合棟新

築工事 

発注者：世田谷区 

 工 期：平成２９年６月２３日～令和元年１２月２７日 

 金 額：6,359,380,000円 

・馬事公苑整備工事 

発注者：日本中央競馬会 

 工 期：平成２８年１月７日～令和元年１２月５日 

 金 額：29,501,437,000円 

ほか 

 

  



７ 低入札価格調査委員会 

開催日 令和３年３月１日 

審査結果 ○技術提案において、地下工事等について、これまでの経験と実績に基づいた

施工計画の合理化やそれに伴う労務等の平準化を行った結果、工事費の削減

が可能となったことを確認した。 

○全国規模のネットワークによる資材の集中購買等のスケールメリットを活用

することで、区の積算単価と比較して低い単価設定を実現している。専門工

事については、下請事業者から見積りを徴取し、過去の取引実績を踏まえた

実勢を反映して積算していることを確認した。 

○積算にあたっては労働報酬下限額など公契約条例に則って見積りを行ってお

り、工事着手後も下請事業者との契約時や定例会等において啓発を図り、公

契約条例の遵守に向けた取組みを行う計画であることを確認した。 

 

以上、当該入札価格により契約の内容に適合した履行がされない恐れがある

とは認められないので、落札者と決定する。 

ただし、コスト圧縮による下請事業者へのしわ寄せや粗雑工事が生じること

がないよう、世田谷区低入札価格調査制度要領第８条及び世田谷区公契約条例

の観点を踏まえ、区は発注者としての責任を持って、工事の進捗管理及び現場

監督を徹底する。 

 


